
187)

埼
玉
県
大
量
都
花
薗
村
の
考
古
学
的
調
査

埼
玉
県
大
呈
郡
花
園
村

の

一は

一
九
五
四
年
六
！
七
月
に
か
け
て
、

本
学
史
学
科
で
は
、

そ
の

調
査
事
業
づ

一
つ
と
し
て
、

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
エ
リ
ず
ベ
ズ

サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
円
横
穴
群
の
発
堀
調
査
を
行
つ
た
ボ
）
こ
■

に
つ
づ
い
て
五
五
年
度
も
、

適
当
な
調
査
地
が
あ
れ
ば
調
査
し
た

い
旨
の
依
頼
が
宮
本
教
授
よ
り
あ
つ
た
。

中
川
は
東
京
大
学
に
と

職
中
、

一
九
五
三
年
、

そ
の
前
年
に
埼
玉
！県
派
遣
学
生
と
し
■
、

東
京
六
学
文
学
部
考
古
学
研
究
宣
に
内
地
皆
学
中
で
あ
つ
た
、

現

寄
居
キ
学
校
教
論
相
沢
庸
典
氏
の
尽
刀
で
、

寄
居
町
教
育
委
員
■
一

の
伝
嘱
に
よ
つ
て
調
一査
し
た
、

同
時
桜
沢

・
中
小
前
画
古
墳
詳
の

発
掘
調
査
に
参
加
し
た
が
、

そ
の
際
、

嘗
て
百
基
を
こ
え
た

」
つ

古
墳
詳
が
、

土
木
工
事
や
開
墾
工
事
、

或
い
は
、

監
督
宮
庁
ら

連

絡
不
充
分
か
ら
、

急
速
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
の
を
見
た
。
こ
れ
ら

の
大
半
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
は
い
る
が
、

そ
つ
地
域
て
つ
ｆ
、■

が

き

据
に
従
事
し
た
た
め
、

時
間
的
に
余
・裕
が
乏
し
く
な
り
、

ま
一肯
向

年
冬
に
に
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
・
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ン
内
集
落
一立
の
調
一査

が
行
わ
れ
た
為
に
そ
の
機
を
逸
し
た
。

五
六
年

柔
た

い

た

ちシ

て
、

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ン
内
調
査
資
料
の
啓
理
も
緒
に
つ
い
た
■
・こ

ろ
、

た
ま
た
ま
東
京
大
学
考
吉
学
研
究
官
あ
吉
一田
章

一
部

・
古
花
，

健
の
両
書
を
通
じ
て
、

帝
十川
中
流
域
の
市
墳
詳
で
は
、

寄
居
町
分

よ
り
も
隣
村
花
園
村
に
あ
．る
古
墳
球
の
方
が
破
理
の
度
が
者
Ｌ
い

と
の
連
そ
が
あ
つ
た
の
で
、同

年
六
月

十
五
日
、廿

粕
健
言
つ
東
道
一

で
、

中
川

。
川
村

・
小
高
の
三
名
は
花
園
村
小
一前
田
に
赴
き
古
堵
（

辞
を
踏
査
し
、

そ
の
実
惜
いを
確
か
め
、

年
内
に
削
平
す
る
予
〒
ｆ
一

ｔ、
う
後
述
す
る
三
基
を
候
補
地
に
遥
定
し
、

教
育
長
大
野
茂
氏
つ

御
尽
力
で
各
地
主
の
了
解
を
も
え
、

ま
た
相
沢
氏
の
了
解
十
も
え

た
。

帰
学
の
上
、

科
長
手
塚
隆
義
教
授
に
報
告
す
る
と
共
に
、

五

六
年
度
史
学
科
調
査
事
業
の

一
つ
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
、

同
年

八
月
、

再
び
中
川

，
川
村
は
現
地
に
”泄
き
宿
合
等
の
打
合
せ
を
行

い
、

一語
般
の
手
続
す
手
外了
し
、

同
年
八
日
二
〓
上
国
よ
り
／九
目
■
一ョ

ま
で
、

史
学
科
教
員

・
学
生
延
約
二
０
・ω
一名
参
加
の
下
に
、

そ
訴
一

す
る
調
査
を
行
つ
た
。

更
に
、

五
六
年

一
二
月
、

及
び
三
七
年
四
月
に
中
川
は
〓
本
后
¨

村
を
訪
れ
、

そ
の
後
の
新
資
料

・
追
加
資
料
の
克
隼
十を
行
つ
た
。

前
述
つ
よ
う
に
、

本
調
査
は
そ
の
動
桟
を
作
ら
れ
た
東
京
大
■
え

埼
玉
県
大
里
打
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

一手
部
考
古
学
研
究
宝
石

吉
中田
章

一
郎

・
古
柏
健

・
寄
Ｅ
中
学
校
教

チ理
相
沢
】膚
常
ポ、　
輛
い春
千
地
の
一父
泳
を
ギャに
，
肋
刀
を
う
た
た
一化
”困
村
一弘弘
十百
岳
一

大
野
す
、

宿
合
を
提
供
さ
れ
た
□
一村
一町
ロ
オ
三

・
坂
画
口
十秀
、

発

一担
貧
村
借
■
に
協
力
を
え
た
糸
市井
式
司

・
洋
園
小

≡
中
十
校
、

同

一村
遠
跡
踏
査
に
協
力
を
え
た
花
園
小
学
校
数
諭
田
尻
高
出
、

地
主

”服
一訃
す
一吉
Ｔ

い
特
せ
五
一古
ヽ
中
！村
和
一い治
一っ
諸

一氏
に
，負
う
航
誉
草
た
多
・

く
、

今
、

全
調
査
参
加
者
を
代
及
し
て
我
々
が
Ａ
報
告
を
な
す
に

あ
一併
″
、
卜
請
十の
諸
氏
に
深
く
謝
き
ち圭
（す
る
も
の
で
あ
■
】

妹

一い
交
握
『
！某
ユ
仏
！
≡
も
、　

種
々
御
致
一斥
「を
一賜
わ
・つ
た
、

古
拍
，掟

・
田

一尻
！岳
博
一の
十日
賢
一の
締
叫一厚
音
一が
な
け
力
一ば
、　

引
一底
こ
の
キ
ニ
［中ｇも
な
し

とヽ
は
か
？
一≡卜で
与
●
２

〓
毎
鼻
■

、
三
広ねヤ
．訴
志
〓
至
サ
る
次

一丼
イｔゑ
一・ネ
毛

ま
た
、

本
報
告
を
き
く
に
当
り
、

人
骨
の
鎌
別

ｓ
石
質
の
同
定

な
ど
に
御
！教
示
頂
い
た
、

早
稲
田
大
学
前
姉
直
良
信
夫
博
士

・
本

一〓
教
授
石
島
渉
博
士
、

追
物
の
ｆ
倫
∵

製
図
な
ど
に
協
〕力
さ
れ
た

文
字
市
一究
会
々
員
諸
言
に
も
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

下

村

内

遺

跡

の

概

況

花
亘
村
は
寄
居
町
の
章
約
三
好
，
あ
る
面
積

一
五
…
一（
平
チ
一狩
、

人
口
れ々
八
０
０
０
、　

出
ｔ
Ｏ
席円
、

畑

一
０
●
町
歩
、羊千
′」し
て
荒
川

の
形
成
す
る
扇
状
地
上
に
営
ま
れ
た
純
農
村
で
あ
る
。

（第
１
図
）

ｒ屯
す
一

‐ｔ

円
一

う
一｛九
押一的邦
一二
庁一例
は

一
〔側
よ
ドな
で
、、　
を
ふた
ぃ央
南］
の
末
銅
？
百
増
（村付
と
し

て
研
究
何
値
が
あ
る
点
な
ど
よ
り
、

こ
の
地
域
の
長
朝
調
査
を
計

画
し
て
い
ろ
寄
居
町
、

及
び
真
京
大
学
の
調
査
に
協
力
し
、

荒
川

流
域
後
馳
古
墳
文
化
の
間
明
の
為
だ
、

本
学
も
出
来
る
な
ら
そ
の

下室
一奮
サ
一
翼
を
」担
い
た
キヽｃ
一百
を
一呂
本
教
授
に
回
答
し
、

改
め
才、
相

方公
氏
を
一通
一じ
イ
、宝≧

Ｆ
町
の
了
握
，チ
一求
あ
ャ、
同
時
に
一東
京
天
字
品
一関
の

一二
腎
≡
求
め
た
所
、

両
者
の
悼
一諾
７
，
下
一。

一
九
五
五
年
七
月
二

三
日
、

中
”川
ｔ
ｉ手
持
ず

宮
本
教
袴
丁

十
坐
離

新

・
学
一生
鳥
崎
お
一斉
メ
一共
に
栢
一沢
席
血
（氏
の
東
道
で
、

第
二

〔ヤ侯

補
地
ネ
あ
る
小
前
田
吉
墳
一帯
第
５７
号
項
を
踏
査
し
、

地
十
内
田
亀

準
告
氏
の
了
）姉岸
十
え
イ
ス
　
”そ
の
年
の
百
一４体
に
と九
析
努
劇
本
〓
■
何
う

こ

こ
Ｌ

弘
）
文
化
好
一保
護
委
員
会
に
対
し
、

所
定
の
手
続
書
類
を
送

４一い！巾・
吟
キ・【一．”）

然
る
に
、

中
”
は
同
年
八
月
、

地
方

民
研
ｉ究
所
主
催
つ
Ｈ
雲
古

貞
文
化
一林
合
一判
全
に
参
加
し
て
、

べ
束
配
帝
ず島
村
神
出
古
措
【
・そ

′

【 フ

品

′|、 占    ど 多

_  ,…     Hイ、1
円  ブ    市 ソ

=口

キキ .、   フ 可
十有弧 [ , 「! どi 【|
次 夫

前 || |

田 ホ寸

=白  __



とヽもO(lbJ,

埼
玉
県
大
里
部
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

埼
玉
県
大
呈
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
書

，ｔ
★
一

本

ヽ

は

一言

て

武

蔵

国

榛

沢

郡

に

属

し

て

い

た

が

、

明
一治

二

九

年

の

郡

ｉｌｉ

施

一れ

に

よ
り

天
里

郡

と

な

つ
た

。

村

内

は

上

側
！

中

郊

。

下

郊

，
小

・前

［［Ｔ

荒

一川

・
里
小
田

・
キ
か
柄

，
■
や根

の

八
Ｔ
〈
子

・
へ
り

な

っ
て

い

る

。

痢
冴
「
一抄

に

よ

れ

ば

持
ゆ沢

郡

は

、

新

吊
Ｔ

岸
い
沢

・
胆

形

・
藤

日

・
会

戸

分

話

郷

よ

り

な

つ
て

い

た

が

、

木

村

は

そ

の
藤

↓出
師州
ｒ
一
儲
甲
‐し
、　
，中
‐神
怪
・（弥

＋
廿
」
″
に
片
一
＋”ヽ
一と
ユ
庁
」
、　

奇
み
片
■
欲
ユ
比
ヤ村
峡
」に
一一鵬
―
ツ

て

い

十
ｆ

書
，去

一ヽ六
ウ
る

。

本
】可
の
考
古
学
的
一調
査
は
皆
無
ｒ
近
く
、

僅
か
に
埼
玉
県
史
に

石

器

時

代

追

跡

と
吉

一墳

の

存

在

が

記

さ

れ

て

い

る

程

度
ネ
、近

年

に

至
つ
て
い
る
。

一衷
■
か
田
尻

・
古
粕
両
氏
の
協
力
を
得
て
踏
査
し

た
本
村
遺
跡
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
第
２
国
〕

「上
　
縄
文

・
弥
生
文
化

（
第
１
嘉
丁

第
３
図
）

崎
れ
芹
一ヤ
ネ
十で
知
一ら
一方

十
一■

い

る

津
４
物
中出
王
工
地

は
空
沖
１

一衣

の
れ
“一ク
＼
て

工
め

る

か
、

特

に
縄

文

式

道

物

を

多

て
、山

一土

し

た

の

は
橋

尾

の

小

川

広

太
郎

氏

所

有

畑

帥
て

あ

る

。

こ

の

漬
一跡

は

批
主

の

多

年

に

亘

る

死

一果

に

よ

ス
一二

小
も

あ
，ろ

が

、

荒

川

の
岸
た

近

い
沖

積

層

に

あ

り́

、

地

十ｒ
泡

　

米

の

付

折
．よ

り

多

く

遺

物
未

ｈ
出
上
し

、

”片
岩

の

記
林一石

が

認

め
ら
れ
た
Ｌ
い
う
。

或
は
甲
武
信
地
方
の
河
川
流
域
に
多
い
致
石

・仁

一居
針

が
一こぅ

っ

た

レ
一
卜，も
考
）

う
た
ドめンれ

る

。

・弥

牛

式

遣

物

出

土

例

は

僅

か

一
例
だ

す

ぎ

な

い
が

、

隣
叶

寄

唇

第
１
表
　
組
ア

・
弥
生
ま
、追

物
出
土
地
名
表

丁
小Ｈ
脚
、

只

”沢
市
牲

一

ｒｔＴ
す
【
〕

ボ

↑
加
曹
諭

一
ロ
エ
机

主
］
樹

一

一石
存

一十何
効
一
‘
独
差
石
帽
ホ一”
〈
レに
」よ
る

一

‐
　
■
‐
‐
　
　
‐
‐‐

「‐
‐　
　
　
‐
‐

一

一■一
型Ｗ
　
】
十「よと”　　　幅下
ホす〈
庁に
よヽ
ヤ勾
一

一一い！一中̈中
車

四
尻

一一高
樹
．

十
五
」

男 1図 1汁 関村, t形1妥| オ練 内芹 閑府  Xナ F、蔀 「百キ 埼 干 芹Fテ|=‖b

X l 「 I  T I 五ユ

一叩・　
一十八

整ゴ一ヽ′生“叫中一一縮“

一切ｉ壇一式・な
一

々
『
軍
刊

希
■
↑

希
た
は

献
！軒
辞

】一！一
お一い

鷲
！対
科

「
い

オ
一一
品
与

ど
れ
開
川
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
一

里
小
口

　

　

　

　

　

　

・

卒
典
十戯

叶
　
　
　
　
　
　
　
一

|
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永ヨ出土, J・曽利E式 (本学蔑)2 橋 尾占土,加営利E式 (小サi広太郎氏蔵ブ
同,安 行正式 (同氏蔵)4 同 ,曇晩期土偶,白現高 18 cl■(同氏蔵)    ~
1刺, 貫イ丁jL A工【(1向氏十頭ブ0 1刺 , 万コ同じ1工((i司'こ1頭リ
同,晩 期耳飾,径 7 c m (同 氏蔵)8 同 〕安行 ⅡB式 (同氏蔵)

1、

一削
　
　
中山

一

一内一

一一【印

一一卜，・

一　

詰
い　
一
′、
　

・貫
、　

ギ
〕

r i r31、

本 玉 土替1 星守 所

学金1主1豊富1室暑‐管
憲1 毎‐塚. 晟1 震‐掌1 密
早 早 1 字1 号 1 早1 捲| 二

1 昇|      |  ~産了

1 環 噴

―|  1出

1勺|  1土

2

]  鶴  2  8  1
笠|

‐ノ」

|  1寧 十  1ユ |  十  1寺 待| |
! _   _ _ _  _ _ 1 _ _ | _ _  | _ _ 十 _ 上 _ |

l    e は  数 不明  備 考

tユ 1 / 1、占 綸 ガ、日 太 十司千

: 1螢
登

木

甘 雷

学

1蔵 |

| ~‐Pノ」rヽA"判     | ね  十

に, 苦

ノ  | |

新

埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
４

一舟
２

十手

　

＋
●

をす

辻

墳

学    名
活十 i

中
山
　
　
　
子二
　
　
　
ｉ理
　
　
　
品物

宅
輪

■
千

直
刀

抜

≡
主

モ

再
貝

十
一
環

す」
「
丹　
一ヽ
中
４

時十一一落・削

早

十Ｔ
・　
十
店
」

町
月
土
か
ら
は
有
力
石
芹
を
付
た
ち

堅
穴
住
居
北
が

発
見

よ
あ
字
」
い

る

の
で
、

〈７
悠
≡
」
の
期
遺
筋
買
呼
！キ
盲
一が

（
４４
）

期
待
さ
れ
る
。

つ々
　
　
百
増
（サ
合
何

（
第
２

・
３
表

・
第
４
図
）

本
市村
も
墳
辞
は
荒
川
左
キ
せ
―
辞

に
属
す
する
も
の
で
、

特
に
ホ
土
剛
田
一古

墳
蔚
は
、

寄
居
町
中
小
前
日
に
か
け

て
、

一旨
て
百
ム査
基
の
群
生
省
世
項
が
あ

つ
た
が
、

現
在
で
は
殆
ん
ど
一映
減
に

ヤ近
い
一”花
】孤
か
才し
て
い
る
。　

席一骨
れ
な
こ
れ

川
か
扇
次
地
を
開
析
し
て
形
成
７いた

河
芹
段
丘
上
に
あ
り
、

編
”年
上
後
期

群
集
墳
に
属
す
る
族
そ

六
イ

）
同
地

町
出
愛
二
氏
所
蔵
の
明
冶

一
一
生
の

村
誌
稿

に
は
、

日
本
武
尊
東
征
の
除

の
陣
一一算
跡
と
記
さ
れ
、

武
器
類
が
出

‐二
ｆヽ
フ）う
ナ」
ナ
一カ
Ｊ
も
押
に
，じ
イ
ｆ
い
」る
。　

匹
巧

口
里

／１‐

岡
右

淳  巨

円  ・・

埼
玉
県
大
旦
郡
花
園
村
の
考
七
学
的
調
査

↓　

御

略

母

揃
一辱

　

　

　

　

・　

鮮
メ

京

　

に■

一
■
　

〓
一

円

姑
（

群

集

　

．

品

分
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往
？
村
内
出
土
品
の
大
要
は
第
３
，
４
表
、

及
び
第
４
図
の
如
ノ
で

あ
る
。

何
れ
も
後
期
古
墳
に
多
く
見
ら
れ
る
類
で
あ
る
。

年
５
日

は
工
七
年
四
月
、

同
村
を
訪
れ
た
際
に
、

字
塚
屋
の
中
野
全
戦
氏

所
有
畑
地
が
同
年
　
月
末
に
関
墾
さ
れ
、

円
墳

一
基
が
約
立
介
剖

平
さ
れ
た
も
の
の
見
取
図
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
東
大
測
量
の
一“

７７
号
一墳
に
当
ろ
が
、

横
穴
式
石
室
内
に
更
に
緑
泥
片
岩
一を
，
て
し

た
箱
式

格

一
個
が
あ
り
、

ま
求

〔
三

・
鉄
抜
類
が
出
一土
し
十
二
い

う
。

ま
た
、

始
一丘
外
月
に
外
護
列
一伯
が
認
め
ら
れ
、

数
年
帝
た

六
（

物
や
輪
も
虫
上
し
た
と
い
う
。

埼
玉
県
大
呈
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
杏

（３
　

年
は
　

前＝

（
荷
抑
４

一
外
・

士
打
６

Ｍ
Ｓ
一

不
ヽ
は
軌
述
の
よ
う
Ｆ
和
名
抄
に
記
す
榛
沢
那
に
居
一し
て
い
た

が
、

陸
町
話
居
・町
怪
見
ら
れ
る
よ
う
な
奈
良

・
平
安
時
ャ代

に
属
す

（
一ヽ
一）

ヤつ

】
退
訴
卜

揖

「卿
六
・

方
学

Ｌ
い

ネ
小
い

。

牢

４

手
一
　

市
弱

工
記

生
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市
笠
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埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
吉
学
的
調
査

国
武
士
団
が
興
起
し
、

所
詳
武
蔵
ｉ
党
が
形
成
さ
れ
、

平
安
時
代

に
は

，一
の
地
は
猪
種
【党
の
根
拠
如
て

あ
り
、

そ
の

一
族
の
藤
一四

氏

・
御
前
田
氏

・
飯
塚
氏
が
こ
の
刃
拝
一支
配
し
た
。

降
つ
イ
車鎌
倉

時
代
に
も
、

言
妻
授

・
武
蔵
七
党
系
図
に
よ
れ
ば
、

同
じ
く
嘩
回

氏

・
小
前
田
氏

・
飯
塚
氏

・
桜
沢
氏
が
、

萱
刈
庄
に
あ
た
る
吉
一川

左
岸
の
平
野
地
常
、

即
ち
現
在
の
本
村
、

及
び
寄
居
町

一
帯
を
す
一

配
し
た
。

↓二
、
、

藤
田
氏
の

一
族
て
深
く
浄

土
宗
に
慌
伝
し
、

藤
田
派
■
馬
・

一
派
を
聞
１

に
人
に
性
亭

∴

ち

人
ず

督

。
性
真
Ｐと
寮

点

利
貞
の

子
で
、

正
応
年
間
に
下
総
猿
島
一朴
藤
画
に
高
声
寺
を
爾
一

き
、

”て
の
弟
子
持
阿
良
心
は
、

私
安
年
間
に
秩
父
郡
芭
鳥
対
Ｆ
善

導
千
を
開
き
、

後
に
榛
沢
郡
末
野

（
現
寄
居
町
）
に
移
９

γ
準
□

道
場

‘
藤
田
壇
林
Ｌ
称
し
、

藤
口
氏

一
族
の
尊
信
を
集
め
た
。

こ
の
阿
弥
叱
堂
も
恐
ら
く
、

そ
の
晴
た

建
立
さ
れ
た
も
の
一
、

藤
田
氏
の
支
族
で
あ
る
小
前
田
氏

一
十
一の
仏
堂
で
あ
り
、

真
一処
で

あ
つ
た
の
で
は
あ
・る
ま
い
か
。

東
国
武
士
団
の
末
端
ま
で
浄
十‐
嘉
一

が
侵
透
し
た
年
代
よ
り
、

経
路
な
り
を
示
す
も
の
と
し
て
、

責
重

な
資
料
で
あ
ろ
う
。

尚
、　

不
村
に
は
間
巾じ
く
持
阿
の
開
山
■
二
Ｔ
毛

ろ
常
光
寺
が
大
一丁
一孤
十戚
野
に
あ
る
。

ｐ，
　
荒
川
某
師
生

新
編
武
蔵
風
上
記
稿
巻
二
四
三
に
、

十九
川
に
某
師
堂

地ヽ
蔵
童
の

埼
玉
県
大
里
郡
花
固
村
の
考
ャ古中学

的
調
査

Ａヽ
　
一

て
れ
に
反
し

て
、

武
蔵
特
有
の
緑
泥
片
岩
を
も

つ

て
作

つ
た
板
碑
の
類
が
比
一硬
的
多
く
発
見
さ
れ
て
い

る
。

板
伸
は
周
知
の
知
く
青
石
塔
婆
と
も
呼
ば
れ
、

鎌
含
一時
代
中
期
よ
９
汀
戸
時
代
初
期
に
至
る
ま
で
行

わ
れ
■
午
仏
教
の
塔
チ
（の

一
一檀
で
、　

十
一と
ｉ
子
一ヽ打い
↓三
・

境
内
。墓
地
、或

は
青
浄
の
地
に
追
善
供
養

，
逆
修
作

き
の
意
味
で
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

村
【内
板
神

つ
芭
土
伺
市
“は

一
向
▼
森
引
、

一
の
数
百
枚
を
越
え
て

い
る
が
、

第
４
表
に
は
年
号
街
の
あ
る
よ
う

の
み
を

収
採
ｔ

た
。

Ａ
　
荒
川
阿
弥
叱
営
一跡

（
第
６
図
）

金
＋を
ほ
一
氏
所
石
品
拭
一ン中
に
万
三
０
夫
「世
の
小
高

卜
車
地
が
残
官
】れ
、

嘗
ヤ
そ
こ
に
明
治
初
年
ま
て
阿

弥
一に
堂
が
≡
一っ
ょ
　
一一首
ガ
，
か
語
皆
７
れ
て

‐、す
に
と

い

）１
！

今
そ
の
仏
像
圧
秩
父
郡
内
に

一
体
存
す
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

瓶
一碑
は
こ
の
草
地
内
よ
り
多
数
の

五
輸
塔
と
共
に
発
見
さ
れ
、

峰
に
放
置

【
≡
れ

イ
、
い

た
。

板
碑
の
種
子
は
す
べ
て
、

浄
土
信
仰
を
現
わ
す

阿
弥
陀
て
、

年
号
は
高
北
朝
を
中
心
と
し
た
時
目
０

存
一
・Ｌに
一旦
つ
イヽ
一い
ツつ
０

周
知
の
如
一く
、

武
蔵
に
は
平
安
時
代
後
半
よ
り
束

卜ろ
ヤ（ど

一
ン
毎
を
チ
＝
じ
イ

‐
、
い
る

デ
て
の
ヤ
葎
”Ｗ
ｉ
声
に
当

る

■
っ
の

ｆ
ｆ
わ
あ
ャ
う

．

一部

者

よ

り

や

や

旧

い
年

号

を
有

十

る

ょ
ッ
の

、

及

び

造

立

者

の

名

を

記
す子
「あ

上
が
あ
る
。

楽
師
堂
は
本
来
真
言
宗
系
統
の
信
仰
に
よ

り
荘
ｉ
さ
れ
る
が
、

や
は
り
、

こ
の
頃
に
坂
東
武
士
間
に
台
宙
祥

！ど
・末
抜

■
た
レ
酷
ヤ清
一、

一虫
は

こ
れ

と
必
中接

な
関
係
“
に
あ

る
る
上
十
私
の

一
派

で

あ

る
時

示
が

弘

通

す

る
が

、

曳

ほ
そ

れ

ら

に
関
係

あ

る
も

一り
一Ｌ
，々

六
ご
９
ふ
す
。

一尿

祷

あ

ｉ

督

悟

デ
」
建

件

五

で

あ

つ

た

か

一盆

軽

あ

る

が
、

東
京
都
立
サｌｉ
市
晋
済
寺

に
あ
る
こ
中

三
神
綸

の
双
塔

の

一
に

一
ネツ
∴
い・浦
ど
尼
土
中市
一作
レ
也
」

と
謝
剣
式
≡丸
レ
、
い
る
、

正

」
二
年
は
函
暦

一
三
二
六
年

に
当
り
、

元
享

は
本
来

三
年

ま

で
し
■
な

い
バ
ｉ
、

換
算
す

る

と
　
一三

一五
年

に
当
る
。

も
し
両

・者
の

造
立
者
が
両

一
人
で
あ
る

と
す
れ
ば
、

興
味

あ
る
事
事
て

あ
る
。

一■

革

閑
係

一【ウ
も

（り
は
一
ィオモ

うい】
が

、

遠

構

レ」
し

イ‐ほ

大

手

挙
根

に

県

指

定

の
旧
北

根

代

富

所

が
現

存

す

る
。

放

本

国
野

根

家

の
代

官

宇

野

・よ
つ
子
孫

が

今

も

仁

ゑ
、

文

書

な
ど

も

存

し
、

白
洲

な
ど

の

旧
ｆ
龍
や
一■
を行
―
と
すＬ
‐、マ
〉る
。

以
上

が

改

々
が
古

柏

・
口
尻

両

氏

の
協

力

を

え

て
調
査

し

た

，不

村

の
追

跡

槻

芸

の
際
．記

で

あ

る
。

次

に
今

次

調

査

？

喜

巨
的

た
）ユ

由
墳

帯

調
査

に

（才
い

ギＬ
述

べ

ブ（や
っ

八
〓
一

P8共
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埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
尊
調
答

八
月
二
七
日
　
曇
　
　
八
と
一〇
十

一
七
二
一〇

甲
川

・
川
村

・
田
尻
氏

・
学
生

一
一
名

・
人
夫
五
名

第
１
号
）持
（

テ
道
円
、

及
び
ト
レ
ン
チ
の
排
土
作
業
、
こ
れ
と
併
行
し
て
柄
一

壁
の
露
出
作
業
を
行

つ
た
。

帯
２
号
墳

側
壁
と
落
込
ん
だ
天
丼
石
を
発
掘
の
為
、

排
土
作
業
杭
行
、

支

二
部
の
壁
面
を
堀
出
し
た
。

午
後
、

天
丼
石
二
枚
！墳
外
に
好
出

し
、

引
続
き
羨
道
部
の
壁
面
を
掘
出
し
、

間
仕
切
り
と
思

つ
れ

る
数
個
の
石
を
発
見
、

こ
れ
と
併
行
し
玄
室
部
Ｑ
調
査
を
床
面

上
三
●
堰
の
所
迄
行
う
。

八
月
二
八
日
　
雨
　
　
八
二
二
〇
十

一
六
上
二
〇

手
塚

，
中
川

・
川
対
丁

学
生

一
三
名
、

　

植
木
匡

第
１
一号
指
一

羨
一道
関
に
落
込
ん
だ
天
キ
一石
二
枚
を
チ
ェ
ー
ン
ブ

ロ
ッ
ク
モ
最

除
き
、

更
に
昨
日
に
引
続
き
、

外
壁
の
露
出
作
業
を
行
い
、

外

周
を
宇
一全
に
露
出
さ
せ
る
。

第
２
号
墳

前
日
に
引
続
き
、

玄
室
の
床
面
清
掃
、

及
び
羨
道
の
壁
百
露
出

作
案
を
行
う
。

ま
室
の
床
面
清
掃
法

九
割
完
成
。

第
３
考
墳

埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

八

瓶
一

〓
一　

古
墳

の
発
堀

調
査

１
　
調
杏
石

経
過

八
向月
一
ム五

日

一嘱
　
一
一一下
‐
丁
（
一∩
ヽ
じ

中
川

，
中
阿

・
川
村
一
学
生
八
名

第
１
号
・墳

テ
ン
ト
設
営
、

及
び
古
墳
の
外
形
と
等

高
線
の
測
量
完
成

八
月
二
六
日

一哨

八
圭
〔
▼
ｉ

工，
０
０

中
川

・
中
国
十

川
村

・
画
尻
貴

・
学
生

九
名

。
人
夫
五
名

第
１
号
墳

午
前
、

古
婚
お

北
側
の
盛
土
・一り
排
除
、

千
後
、

古
項
の
高
側
の
排
土
作
業
、
こ

の
時
束
側
の
側
壁
を
発
見
、

百
に
古
墳

に
高
北
に
中

一
・
五
米
の
Ａ
ト
レ
ン
チ

を
入
れ
る
。

第
２
ュ句
晴
メ

十
後

　
・
〓
【
▼
Ａ
り
排
土
作
業
開
始
、

北
側
よ
り
奨
壁
土
山心
才っ
‐れ

ス
】）
石
■
」玲

兄
、

高
側
よ
り
天
”井
石
こ
個
者
甲
一。

午

後
■

１１‐
″
村
ｆ

学

生

一
・名

て

下

ネ夜
分

夕
Ｆ

）
一
に
，

一Ａ
（
日
月

一

一　
一九

日
‐‐
　

　

十一問

子

写

・
巾

川
≡

川

村

・
学

生

一
五

名

、

市

の
為

作

業

中

止

。

八

月

〓

●

口
‐‐一　

市
円
　

　

八

二

【
中▼

上

〓

・
三
・０

手

塚

・
中

――‐
Ｔ

川

村

・
学

生

十
五

名

雨
つ
為
、

作
業
が
出
来
な
い
の
で
、

午
前
中
は
秩
父
自
然
科
学

岸
物
蛇
見
学
。

午
後
三
二
一一の
よ
り
、小

前
田
古
墳
群
＝
土
品
を

天
測

Ｌ

工宅

（
小

柳

善

ム
氏

，
鈴

木
武

氏

【
田

尻

氏

ヽ
花

目

”村

小
学

一硬
所

蔵
一
つ

も
）の

）

【合
中Ｈ生
二

一
日
中
　

」
埠
　
　
　
八

十
ｔ

一
八

・
∩
一一∩
）

中

川

。
汁

・
川

村
ｆ

掌
】
生

一
五

名

一五

辞

中

は

昨

画

の
雨

の
為

犀
一場

が

悪

く

作
‐ｉ業

が

出

来
一
な

い
一
の

で
、

小
川
広
太
郎
氏
所
蔵
の

／１、
前
高
一占
墳
群
、

及
び
爾
搭
讐
た
縄

え
式
遊
跡
出
土
品
の
実
測
を
行
一つ
た
。

年法
」
は
三
妊
″」
分
か
れ
作
業
を
行
つ
た
。

若狩
・工
早
「
【坦

一雨
で
左
一一律
の
ヤ中側
壁
が
崩
壊
し
十
一訪
払
ヤ玄
室
内
に
落
込
ん
だ
れ
、

土
砂
の
排
除
作
業
を
行

つ
た
ぅ

続
い
て
床
面
上
五
糎
位
の
所
ま

で

排

十
み
中
普
不
を
行
」
う
。

一第

２

号

増
一

玄

〓

部

の
床

面

清

掃

作

業

完

歳
一。

平

板

を

据

え

実

測

を
開

始

し

八
五

第 5 表 調 査 参 加 者

― 一 一 一 一 ― ― ― 一 一 一 ―

|
― 一 ―

                                |

―
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埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
釣
調
査

外
形
の
み
完
了
す
る
。

第
３
号
墳

羨
道
部
の
排
土
作
業
、

及
び
天
丼
石
を
チ
ェ
ー
ン
ブ

ヨ
ッ
ク
モ

取
除
く
。
こ
の
作
業
中
、

表
土
よ
り
埴
輪
数
十
片
、

及
び
石
十

一
個
が
出
上
し
た
。

九
月

一
日
　
的雲
後
夕
立
　
　
・↑

三
ｎ
Ｔ
上

五
と

五

甲
川

ｉ
林

。
川
村

・
野
村

ｉ
亨丁
生

一
四
名

と
性
木
Ｅ
一
一名

第
１
号
ャ墳

昨
日
発
一見
し
た
天
丼
石
を
チ
ェ
ー
ン
プ

ロ
ッ
タ
に
て
致
！出
す
．

引
続
き
床
面
清
掃
作
業
を
行

つ
て
い
た
時
、

内
側
壁
“
壊
す
．

桂
雨
の
為
作
■
中
止
。

尚
、

作
一業
中
止
後
残
存
側
壁
を
保
存
す

る
為
、

！側
壁
、

及
ビ
共
壁
に
補
強
板
を
打
つ
。

第
２
号
墳

前
国
に
引
続
き
実
測
、

こ
れ
と
併
行
し
床
面

・
内
壁
清
掃
、

及

び
面
側
壁
の
外
側
を
出
す
作
業

を
行
う
。

第
３
号
ャ頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

イ〓
一
―
ン
ブ

ロ
ッ
タ
に
よ
り
天
丼
石
を
取
除
き
、

更
に
玄
室
内

の
排
土
作
業
を
行
う
。

こ
の
時
深
さ

一
・
五
米
掘
下
げ
，、生
（壁

の
際
で
、

骨
片
七
片

ｔ
鉄
鏃
、

及
び
円
筒
埴
輪
片
数
片
を
発
兄

‐
し
キ
′・一。

地

帽

ェ

日

　

晴

　

几

二

〓

０

十
十

一

七

Ｌ

点

Ｕ

と
併
行
し
、

奥
壁
調
査
の
為
、

道
一路
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
ニ

こ
の
結
果
奥
壁
の
先
に
は

遺
構
が
な
ｔ、
こ
と
が

解

つ
た
。

何

れ
も
午
前
中
で
終
了
，

午
後
、

奥
壁
の
展
開
図
作
製
、

■
Ｌ

う

後
の
積
石
調
査
と
、

床
面
清
掃
を
行
い
　
三
時
終
了
ダ
あ

“
一、

床
面
に
ト
レ
ン
手
を
入
れ
、

床
面
の
下
の
層
を
み
る
．

床
面

よ

９
須
恵
器
破
片

・
埴
輪
の
破
片
出
上
、

本
国
で
調
査
完
了
．

年
３
一ｔ
指

■
二
内
つ
排
土
作
業
、

こ
の
時
、

獣
骨
数
片

，
■
輪
技
十
を
〓

一見
、

作
業

終
了
後
、

央
壁
　
側
壁
技
壊
防
止
の
為
補
抜
板
を
予

け
た
。

九
月
螢
日
　
靖
　
　
一Ａ

‐キ‐口
五
十

一
七
上
一声
）

，
川

。
子
塚

・
成
瀬

‘
休
巾
・
川
村

・
七
粕

・
学
生

一　
一
名
，

第
１
号
指

床

面
清
掃
中
、

小
玉
　
歯
片
　
鉄
鏃
を
採
取
、
こ
っ
オ笙
一ネ
に
併

行
し
て
、　

百
墳
の
霊
上
の
断
面
の
婦
出
作
業
を
行
う
。

第
３
号
墳

了
室
丙
の
排

工
作
業
、

味
面
清
掃
作
業
を
併
行
し
て
行
い
、

民

輩
、

及
び
側
壁
の
実
測
を

も
行
う
。

床
面
に
よ
り
鉄
抜
一予
万
を

キ抹
手券
―
）
一に
。

すＬ
月
五
日
【　
晴
　
　
一Ａ
・
、

四
五
十

一
八

・
０
０

中
川

〓
成
瀬

，
川
村

・
甘
精

・
学
生

十
一
名

。
人
夫
二
名

！埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
≡調

査

Ａ（工（

中
川

・
門
一村

・
野
村

・
学
生

一
三
名

答
打・・・
里句
単！タ

昨
日
崩
一壊
し
た
側
壁
の
上
砂
の
排
除
作
実
、

玄
室
内
あ

排
十
、

及
び
床
而
清
持
作
業
十を
行
う
。　

こ
の
在
‐‐美
中
床
面
の
秒
利
の
部

牟
力よ
なフ
、　

一日
刀
一
一析
一、　
一及
び
人
に宵
を
奉
督
兄
し
よ
に。

一，
２
号
】持
（

西
側
う
ネ
「壁
十
一堀
出
す
。　
こ
打↑
は

一
一０
時
に
終
り
、　

こ
れ
，
一併

年
Ｔ
二

ｉ

一泊
室

りヽ
平
面
、　

つ
Ｅヽ
Ｔ
慣
断
面
、

壁
面
の
一月
囲
の
実

測
を
行

つ
た
。

西
側
の
外
壁
よ
り
１１Ｆｉ…
輸
片

一
笛
出
上
し
た
。

キ
３
号
墳

玄
室
内
の
排

土
作
実
、

床
面
上
約
二
０
担
位
迄
堀
下
す
る
。

そ

の
時
間
高
牧
輪
の
政
片
十
数
片
、

及
び
用
途
不
明
の
よ
片

一
簡

採
取
．

十
有
】ノトＪ〓
∵
日
　
一晴
　
　
　
Ａ↑
町
一五
‐
‐
〓
十
〓
〔
〕一い】

山
‐門川　
・
【栃
〓
淑
・
［川
村
中
・　
コ出
留
九
庁氏
・
一・手
を
一
一　
”四
拍々
，
‐４
一（
一
一々
Ｔ

を一
「上
ユ句
≡一娯

床
面
清
掃
作
美
、　

こ
の
時
烏
告

。
人
骨

・
口
玉

一
★
一首

や
■
一環

一
対

・
３
一子
千
二

常
］採
私
、

こ
の
作
業
に
併
行
し
て
友
円
年
十出

作
所撃一下
）“
竹
！
，
３

竺”
つと
旦■
」「｛

床
五
、

及
、ひ

刊
一生
の
丈
河
と
吉
，項
全
体
の
断
面
の
■
（測
、　
一
れ

神
戸
「上
旦句
一タ

京
一面

一々
清
掃

と
玄
一
十一
の
実
測
、

一史
に
北
側
！に
ト

レ

ン

ｉ「ノ
■テ
｝入

れ
、

音̈
る
の
七
タ
メ
ョ
ン
を
取
る
。

床
高
清
柿
中
、

小
下
甲
荷

，ど
好
一
以
卜
・た

）

一弁
〔じ
号
工
，項

床
一口
清
掃
作
業
中
、

人
旨
数
片

・
幻
子
チ
〓究
見
し
た
日

午
後
、

一ム
室

の
一清
掃
務
一
、　

写

真

を

と

り
一柔
測
一を

常
一卜灰

し

た

（　
床

高
み
」
は

い
ネ
ｆ
辿
盾
一チ
・試

べ

、　
太
‐姑
一
の
”作
一束

予
・王

了
ヤし

た

十甘
「「
工■
日
　

陪
．　

八
　
四

千
Ｔ
　

一
十
』
ｉ
一〕
●
一

中

――‐

・
―‐‐

村
Ｔ

古

柏

・
ｉ
「十

一　
一

々
”

せ弁
ｉ
・車
〓
項

ｒ承
り

の
生
（洲
，
」
行
！ヽ
っ
。

み

児

七

日

　

時
的
　

　

・“↑

四
↓
五

―

一
一
Ｔ

≡
≡

ど

平
川

・
川
付

「
十
絶

・
芋
十
一西
名

千
一刊
甲
年
１
号
始
（の
官
下
測
十
一一”
成
一
三
十
一

出
上
品
、　

そ
の
化
の

！粗
色
作
業
を
行
い
、

金
作
業
を
午
前
中
て
終
了
し
た
が
、

甘
一相

一氏
は

』

残

留

しヽ

て

古耳
石
■

は
一
一十一を

デ
一
の
中郷巾
足

実

！測

を

言
〓
４

２

　

一Ｌ
孫
！Ｔ

】「ネ
”物

Ａ
ｎ
　
年

１
号
指
一
曇
外
大

調
査
第
競

≡
】強

）

外
一杉
　
　
本
増
一は
汗
”困
村
Ｔ小
一側
画
〓
差
仰
尾

六

一
一
一、
及
び

六
〓
〓
一

【（
」」
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埼
玉
県
大
国

司3

イヒ
園
村
の
考
百

訪司
査

将

図

「_

鎌

串
封

よ    ｀

ヽ
ヽ

埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

（申
中
最
汎
汁
営
掛
旦
手

エヽ
ス
■

録
弔
サ
画
ｓ
菫
掛
）

マ

当「
い一い

＼
亨
　
〓
八

４卜一ふ
一【一一一ッ

第画第

０
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」
０
一

Ｆ
Ｉ
，
≡
‥
１
１
１
卜
‥
≡
口
ｒ
ｌ
ｌ
，
１

　ヽ
ま

番
地

に
あ
り
、

荒
川

に

の
ぞ
持
・崖
よ
り
北
灼

一
〇

米

レに
，（一工
に
フ一
　
（
笠
カ
ウｒ
団
四
》
。

年
８
図

の
如
く
北

半
分
は
石
室

の
部
分
を
丸
く
残

し
イ

削̈
取
ら
れ
、

又
．南

側
も
可
な
り
削
ら
れ
、

研
一に

会
】拝
の
一手
分
の
一
〓
生
大
つ
て

い
た
。

樽
五
卜
に
東
洗
一
万

同

に
お
い
て
旧
状
を
知

る
事
が
出
来
た
が
、

現
状

で

は
一号
さ
三

・
三
米
、

東
西
の
作
三
〇

・
五
米
で
あ
つ

た

。

恐

ら

く

径

二

五

米

種

の

円
こ
項

で

あ

つ
た

ン

思

わ

れ

る

。

登
【
掘

は

石

室

一調

査

の
る
一Ａ

ト

レ

ン

千
ン
を
、

音

石

・
埴

輪

の
存

在

を

確

め

る

為

Ｂ

ト

レ

ン

チ

十

入

れ
、

一兎
午
封
土
の
推
積
状
態
、

石
室
の
構
築
を
技
べ
る
た

め

に
一Ｃ

，
Ｄ

ト

レ

ン
チ

を
設

け

た
。

・先

す
以
半副
に
服
部

元
吉

氏

に
よ

り

、

円

筒

項
瑞

の

本
ル
破
片
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、

埴
輪
の
発
見
Ｆ
つ

と
め
ｊた
が
小
板
片
数
市片
が
得
ら
れ
た
だ
け
で
一あ

つ
た
。

盲
右
は
封
土
の
傾
斜
面
全
体

に
あ
つ
た
様
で
あ
り
、

更

に
Ｂ

ト

レ

ン
チ
、

及

び
第

９

日
い
の
断

一回
よ
冷
ッ

み

て
、

単

に
一傾
斜

に
手
ら

て

お

か
れ

★

一だ
け

で
な

く

、
段

が

牧
孜

あ

り
、

段

の
部

分

は
他

年

比

べ
石

が

多
く

積

ま

れ

て

い
た
。

石

は
径

二
⌒ω
透

内
≡外

の
】判
原

石

を
用

い

て

お

り
、

位

置

は
表

土

よ
り

三
一り
芝

五
〇

極

下

で
あ

Ａヽ
十
一

/ /
/

/ /

/ /
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γ
γ
Ｖ
′
コ

ン
γ
イ
「
「
「
「
・「
イ
「

八

八

キ  鐵
~に

。ま ｀
°あ°=0お

B   ヨ) 主ギ十一ギ
1   作ヽ  、1鳩噌 阜準    :ご
|      ヽ/     亀 |~  _'営  。六|       ラ ン十

ゴ P 4f島ノー
歩
ヤ

/ ｀

γ     l  つとr/ °3。も. υ
と
    |ヽ

ゴ    、

! / / / A

▼   11もとこ  格＼     ＼



(202)

/十~~ラ グ  ノ//慧 /づ をf us蕊怖勺
/       /夕 ″/く

/   ＼
 //  /υ ~~イ アイ 、レウと'p   一 v ど 許が

く  ぎ
′/ 対だA/′

/rヤ  森デ
  /。＼＼＼ /奈 得鶏繁        /

―         ＼  ☆
申9              /フ`″                ヽ     ヽ9                          /

剛] A        ′ ＼、、        /′

励  食                   ヽ

昼 :   i ン ・. /
ン F   ゃぜ場陸 久

8    u     嘉    ＼ F 氏  ご`
′

― 一―J- 1 「 M      斡

(203)

埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

ヽ

十
ツ

誰

ヤ

や
、

抵
，

巾

一
ｔ
七
五
米
、

奥
壁
の
巾

一
・
一
末
で
あ
つ
た
。

羨
門
部
↓
不

明
で
あ
る
が
、

比
較
的
良
く
残
つ
て
い
た
東
側
の
側
壁
の

一
番
子

前
に
、

他
の
部
一分
と
異
つ
て
巾
四
０
糎
、

高
さ
五
七
極
の
短
形
●

石
が
あ
り
、

そ
の
部
分
に
数
十
個
？
河
原
石
が

つ
め
て
あ
つ
た

Ｌ

一不
？
げ
ら
羨
門
部
と
考
え
イヽ
．よ
い
で
あ
ろ
う
。

従

つ
て
デ昼
二
？
長

き
は
約
六
米
で
あ
る
ッ

一同
じ
く
東
壁
の
奥
壁
か
ら
三

・
九
米
つ
所

に
は
、

巾

十
二
煙
、

高
さ
七
０
糎
？
枚
状
の
石
が
石
室
内
に
約

一

五
捜
出
張

つ
て
立
て
Ａり
れ
て
お
り
、

又
平
十四
は
こ
の
部
千
千
二
ン
ぼ

ま
り
巾
九
〇
糎
と
た
一る
の
で
、　

一
応
玄
室
と
羨
道
の
境
と
考
・え
ら

埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
十
学
的
調
査

Y   i   コ 私

第 10凶 第 1号墳封土甲より究兄と

イt7こ二こB]百言十=Eヨ

園  r 荊 搾 匿  r 君 各 壮 ■ 匿  r ュ ロ _ ノ 唐 ｀

九
（Ｕ

る
。

封
土
は
ロ
ー
ム
層
上
に
粘
土
官
あ

黒

一褐
包
土
、

そ
の
上
に
掲
色
砂
層
を
、

次

に

砂
蝶
を
含
ん
だ
掲
色
土
を
お
い
て
い
る
．

・茸
石
は
こ
の
梶
色
上
の
上
に
お
か
れ
て
い

た
。

尚
我
々
の
調
査
の
後
で
封
土
中
よ
り

粗
製
の
上
野
器
重
が
発
見
さ
れ
た

（一第
１０

図
）

「四
径
　
十五
二

一糎
、

底
径
チ
‐丁

〇

糎
、

最
大
胴
径
二
六

・
八
涯
、

高
さ

一
一

幅催
千
・、　
占Ｔ
″に
岸
い↓只
温
，
色
の
上上
メ
一一
（ば
に
」焼
一け

た
女
子
成
Ａ
小倉
山巾」力
が
次
（
つ
て
い
た
。

石
室
　
　
石
室
は
長
径
三
〇
糎
内
外
の
神

長
い
痛
平
な
河
原
石

（
砂
岩
〕
を
積
ん
で

構
築
し
た
経
い穴
式
石
室
で
、

墳
頂
の
や
や

南
側
よ
り
西
南
の
方
向
に
あ
り
、

入
日
付

近
は
既
に
赳
取
ら
れ
て
い
た
。

現
状
で
は

奥
呼
石

部
分
に
二
枚
の
天
丼
石
が
あ
り
、

手
前
の
二
枚
は
石
室
内
に
落

ネ
一
ん

で

い

た
。

石
質
は
紅
簾
片
岩

・
禄
泥
片
岩

・
砂

岩
で
あ
る
。

石
室
の
方
位
は
開
い十
官
一り
五

エハ
彦
一一果
に
炉ｍ
・
二
Ｌ
い
キ
ト。　
平
一
回
津」一ト
ツ
ク

リ
形
に
近
く
桐
張
り
を
し
て
お
り
、

最
，天

一一一　

ヽ
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埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

れ
ろ
。

従

つ
て
玄
室
の
長
さ
三

・
九
末
、

羨
道
部

一
・
六
米
、

ま

門
部
０

・
四
米
と
な
る
。

床
に
は
長
径

一
五
―
二
〇
糎
の
罵
平
な

河
原
石
が
敷
い
て
あ
り
、

中
に
緑
泥
片
岩
が
混
つ
て
い
た
。

臭
匿

は
二
校
の
板
石
に
巾
の
狭
い
三
個
の
石
が
か
ぶ
さ
る
様
に
の
十
一て

あ
り
、

高
さ
は
二
米
で
あ
る
。

側
壁
は
前
述
の
如
く
河
原
石
を
振

ん
で
い
る
か
上
部
は
や
や
せ
り
出
し
て
お
り
、

石
室
内
に
可
な
，

落
ち
て
い
た
。

又
羨
道
部
に
近
く
な
る
に
従
い
高
さ
を
減
じ
て

ｒ

る
。

Ｃ
ト
レ
ン
チ
に
よ
り
石
室
の
外
周
を
知
る
事
が
出
来
た

が
、

側
壁
よ
り
や
や
大
形
の
河
原
石
を
石
室
の
周
囲
に
数
列
穂
ん
で
た

り
、

募
底
部
の
中

一
・
五
―
二
米
、

外
周
で
は
約
二
二
唐
一内
側
に

傾
斜
し
て
二
・
三
米
の
高
さ
で
あ
つ
た

（
第
９
，１１
図
）
。

遺
物
　
　
一ね
室
内
に
は
二
枚
の
天
丼
石
の
他
、

黒
色
土
が
充
満
し

て
お
り
遠
物
も
散
乱
し
て
い
て
盗
据
の
あ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い

た
。

出
土
追
物
は
鉄
刀
三
振
が
奥
壁
に
ほ
ぼ
接
し
鋒
を
束
壁
に
向

け
て
発
見
さ
れ
た
（
図
版
■

の
２
）
ほ
か
、

耳
求

〓
玉
類
が
道
学
つ

頭
部
の
位
置
と
考
え
ら
れ
る
、

奥
壁
よ
り
五
①
ｌ
六
〇
糎
、東

壁
よ

り
二
〇
―
三
①
糎
の
範
囲
に
発
見
さ
れ
、

鉄
製
刀
子
の
残
片

，
人

骨
等
は
散
乱
し
て
い
た
，

直
刀

（
第
１２
図
）
は
い
づ
れ
も
鉄
製
で
１
は
全
長
七
二
上
だ
肥
、

刃
部
の
長
さ
六
三
糎
、

刃
巾
は
関
に
近
く
三

・
五
糎
、

鋒
に
と
く

こ

・
五
糎
で
や
や
神
く
な
る
。

墓
は
長
さ
七

・
五
糎
で
元
の
詐
号
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(205｀

を
怪
か
に
欠
失
し
て
い
る
。長

径
五
ｔ
四
涯
、短

径
三
・五
堰
の
卵
予

の
鐸
が
と
に
抗
一看
Ｌ
）て
い
た
。
２
は
全
長
四
九

・
七
一裡
で
小
一方
に

近
い
．

刃
部
の
長
さ
三
七

・
五
糧
、

刃
巾
二
・
七
糎
、

峯
の
長
さ

一
二
・
三
糎
、

巾

一
ヽ
八
糎
で
梅
の
装
具
が
比
談
的
民
く
表
つ
て

い
る
。

柄
頭
は
万
頭
式
で
長
さ
五

・
八
枢
、

断
面
は
卵
形
を
生
し

欽
製
で
あ
〓る
ぃ雪
奏
面
に
禄
青
が
み
ら
れ
る
。

算
は
な
い
が
緑
を
有

す
る

（
図
板
２
の
１
）
〔．

其
他
刀
子
の
茎
打
械
片

一
、

鉄
と
思
わ
れ
る
鉄
片
三
が
あ
る
。

耳
環
は

一
「対
発
見
さ
れ
、

径
二
・
工
！泄
、

青
銅
製
で
あ
る
。

■

に
飼
求
の
残
片

一
と
月
汁
一不
明
の
鉄
製
今
一具

一
が
出
上
し
た
。

玉
壕
は
長
さ
二
≡
八
頼
一、
径

一
。
九
瀬
あ
太
島
製
切
子
玉

一
、

自
玉

一
六
（
ガ
ラ
ス
製̈

一
〇
、

滑
石
裂̈
六
）
、小

玉
三
四
旧
で
あ
す
、

（
図
板
２
の
２

・
第
１３
図
）
又
土
師
器
片
数
片
が
玲
見
さ
れ
■
■

本
骨
は
門
歯
三
、

小
日
歯

一
、

共
他
大
腿
骨
。躍
骨
の
予
十
で

工吹
生
語力
子

全
二
十五
、　

六
サ
し
　
一
【杯
分
で
六
一る
。

Ｂ
　
第
２
号
墳
　
（
東
大
調
査
第
８７
号
一墳
）

外
形
　
　
不
墳
は
第
１
号
墳
と
同
地
締
で
第
１
号
墳
の
北
方
持
三

五
来
一に
あ
る
。

数
年
前
開
設
さ
れ
た
村
〓道
工
事
の
え
中、
一北
半
分
を

破
宴
さ
れ
、

又
周
囲
も
畠
に
問
取
ら
れ
、

石
三
を
中
心
と
し
た
部

分
を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、

も
と
は
径

一
三
米
程
の
円
墳
で
こ
つ

た
と
考
え
ら
れ
る

〔
第
１４
図
〕
ｃ

外
部
施
設
に
関
し
て

は
全
く
不

埼
玉
県
大
生
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査
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120/,

埼
玉
県
大
量
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

明
ｆ
あ
る
。

現
状
に
そ
い
て
墳
丘
の
高
さ
は

一
・
八
夫
ｔ

六
一

つ
た
が
、

現
に
天
丼
石
の

一
部
や
側
壁
を
構
成
す
る
河
一原
石

が
都
一分
的
に
家
出
し
て
い
た
。

石
室
　
　
石
室
は
河
原
石
（
砂
岩
ｙ
ｔ
構
築
さ
れ
た
横
穴
式
石

室
で
半
円
状
の
中
心
よ
り
高
南
一山
の
方
向
に
あ
り
、

長
さ
三

・
〓
米
、

最
大
巾

一
上

一米
の
桐
張
り
の
′あ
る
ト
ツ
ク
リ
彰

の
一半
一回
を
持

つ
て
い
る
が
、

一茨
】逗
部
は
計
奪
４
さ
れ
て
い
て
不

明
で
あ
る
。

石
室
の
方
位
は
磁
北
よ
り
二

一
度
東
に
偏
し
て

い
た
。

床
に
は

〓
！巾Ｆ
経
二

０
１
一
高
品
ｒ、
厚
さ
三
糎
程
の

庶
平
な
河
原
石
が
敦
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
再
店

〓
Ｉ

四
段
■
即
ち

一
〇
揮
内
外
あ
り
、

そ
の
下
に
小
弾
の
層
一が
約

一

〇
糎
あ
り
地
山
に
い
た
る
。

央
壁
は
高
さ

一
米
、

景
一大
中
八

０
担
、

厚
さ
約
三
０
輝
の

一
枚
石
で
、

席
すよ
り
下
に

一
人
揮

く
い
込
ん
で
い
た
。

側
壁
の
高
さ
か
ら
み
て
、

更
に
あ
．と

一

枚
あ
一つ

た
と
思
わ
れ
る
。

側
壁
の
比
較
的
長
く
残
つ
て
い
る

の
は
東
壁
で
、

大
小
様
々
な
河
原
石
を
積
上
げ
、

亦
上
で
再

張
り
を
行

つ
て
い
た
。

高
さ
は
最
も
よ
ど
、残
つ
て
い
る
所
一

一
・大
米
で
あ
り
、

約

〓
り
度
の
傾
斜
で
せ
り
出
し
て
お
り
、

上
方
で
は
奥
壁
の
部
分
で
巾
は
七
五
糎
で
あ
る
。

石
に
石
三

の
外
一側
に
い
く
程
小
さ
い
の
を
使
用
し
て
お
り
、

外
恰
花
ぢ

中
は
七
五
腫
で
、

ニ
ー
四
段
積
ん
で
い
た
。

石
室
内
に
は

一

― キ れ

弱

―
―
十１

‐
‐
、
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．
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(209)

埼
玉
県
大
量
郡
花
園
村

石
室
で
あ
る
が
、

石
室
に
面
し
た
困
側
の

一
列
が
東

ヽ
西
両
壁
共

石
灰
岩

・
緑
泥
片
岩

・
緑
泥
岩
等
他
の
石
室
の
場
合
と
異
る
石
を

用
い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

羨
道
部
は
既
に
破
壊
さ
れ
て

お
り
、

現
状
で
は
長
さ
四

・
七
米
、

市

一
・
五
米
の
ほ
ぼ
矩
形
に

近
い
玄
告
一だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。

入
口
に
近
い

一
米
蒋
圧

徐

ヽ

に
つ
ぼ
ま
り
巾
八
〇
糎
と
な
り
、

そ
こ
に
長
さ

一
・
一
五
米
、

市

二
五
榎
の
細
長
い
石
が
床
よ
り

一
五
檀
出
て
お
か
れ
て
い
た
。

な

ら
く
羨
道
部
と
玄
室
と
の
間
仕
切
石
で
あ
ろ
う
。

石
室
の
方
位
士

薩
北
よ
り
二
五
唐
一東
に
一偏
し
て
い
た
。

床
に
は

一
面
に
径

一
Ｏ
ｔ

一
五
糎
の
河
原
石
が
敦
か
れ
て
い
た
。

奥
壁
は
二
枚
の
磐
一石
が
三

な
り
、

高
さ

一
・
八
末
で
あ
つ
た
。

側
壁
は
高
さ
約

　
々
〓
軍
↑ま

で
は
石
を
積
み
、

そ
の
上
に
小
砂
利
を
五
―
八
糎
、

次
に
粘
上
を

埼
玉
県
六
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

九
六

一
／‐、　
ｘ
阿
中〔
）
販
性
押
に
の
二
一‐，―′は
〔ヤ
〒
（一オ
ナ何
　
（
一は
拒
仲
片
ｉ
〓
　
や
「砂
一
担
）

小↑
存
ち
こ
ん
で
ｔ
り
黒
褐
色
上
が
充
満
し
て
い
た

（
一丹
崎

Ｍ
ｉ内】〕・。

三ヽ経
物
　
　
須
忠
器
の
大
輩
の
技
片
と
思
わ
れ
る
ヽ
あ

が
狭

片
石
主
円
よ
り
■
見
さ
れ
た
外
は
全
く
出
上
し
な
か
つ
た

（し
　
第
３
号
墳

（
東
天
調
査
弟
７０
号
墳
》

外
一」形
　
　
本
一墳
使
花
園
村
小
前
田
宇
塚
屋
六

四
，Ｔ

ばに
あ

り
、

第
上
号
一墳
の
西
方
約

一
五
０
米
に
位
置
す
る
。

発
掘

当
一特
ｒ
於
い
て
財
だ

石
生
だ
け
を
残
し
、

封

ｔ
■
全
く
取

り
は
ら
わ
れ
て
い
た
。

従
つ
て
外ヽ
部
施
設
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
が
、

周
囲
に
ユ
ら
れ
る
同
群
の
古
墳
よ
り
推
し

て
、

径

一
手
で
一
一０
米
の
問
【塔

で

あ
つ
た
と
考
え

ら

れ

る
。

又
以
前
に
日
尻
一”
樹
氏
に
よ
り
形
象
埴
輸
の
右
部
と

思
わ
れ
る
も
の

（
第
盛
図
し

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

今
回

の
調
査
で
も
数
十
片
の
埴
碕
片
が
出
土
し
た
の
で
、

埴
輸

を
れ，ｒ
にち

た
も
の
ネ
亡
〓
章
晨

確
か
で
あ
０
”

嘉
一一主
　
　
石
室
は
土
砂
か
充
満
し
、

又
天
丼
石
も
奥
の

一

枚
は
も
た
の
キま
ま
で
あ
つ
た
が
、

丁
前
の
一
千枚
は
石
室
内

に
落
ち
こ
ん
で
い
た
。

天
キ
一石
の
石
質
は
石
ｋ
岩
ｔ

禄
泥

」生
ｆ
禄
泥
岩
で
あ
る
。

第
一吉
２
号
墳
と
同
様
に
二
〇
―

一景
じ
糎
の
河
す原
石
（
砂
〓
じ
を
積
ん
で
作

ら

いれ
た

横
穴
式

験
残
し
の
鉄
鉄

・
刀
子
が
央
壁

・
両
側
壁
に
近
い
床
上
に
散
乱
し

才
、
い
ヤ、に
υ　

一人
士午
Ｔ
の
ス
含
宵
が
碁
雀
中
省
Ｆ
」れ
ヤ、一
。

鉄
鏃

〔第
１９
Ｎ
４
，
１ヽ８
〕
は
尖
根
式
で
．４

は
長
さ

一
二
≡
〔徐
催
、

鏃
身
の
持

一
・
二
糧
で
あ
る
。

他
は
い
づ
れ
も
完
全
で
な
い
が
同

様
あ
ャよ
）Ｌ
力
）え
ら
れ
る
Ｌ

刃
子

〔
第

門
一
図
１
１
３
）
は
三
例
残
片
が
発
見
さ
れ
た
。

キ
円人
骨
に
一成
年
男
子
の
，天
腿
肯
片
で
あ
つ，た
。

以
上
今
回
調
査
を
行
つ
た
三
つ
の
円
墳
ｒ
つ
き

概
要
を

訂
十
し

た
。

い
づ
れ
も
盗
掘
に
あ
い
、

封
土
は
削
取
ら
れ
て
赫
一壊
寸
前
で

，女

一た
。

対
輪
は
第
１

ち
じ
号
墳
に
あ
つ一た
と
考
え
ら
れ
，

第
１

号
墳
に
み
ら
れ
た
章
石
は
特
徴
的
で
あ
つ
た
。

石
室
の
側
壁
の
石

九
七

義 づμ門レ
・//号

|
!サ中

、押

/申撃 轡

l r  l
t轟

l i J J  A            =

年 1 7 函第 3 号 墳 石 三 実 測 因

D         I B

街 l Q 口  待 R 年 ■ 者 中 ■

埴輪実演4田

遺 ・ て に の 東 す〕 ― と

物 九 い は l l a 壁は 工 定
夫 る 数 斜 で 上 榎 一

で か 列 を 約 乱 積 0
本 あ

｀
河 持 二 に / 榎

墳 つ 基 原 つ 0 行 で
｀

ヰ、た 底 石 て 膚 く い 更
現 ハ 部 を い

｀
に る に

に 第 に 積 た 西 つ
9 砂

盗 1 6 方ミん
°

壁 れ 石 質
打 。 い て 石 で せ を つ
に 1 7 てめ 主 約 り 積 褐
あ 岡 南 ぐ の 一 高 ムフ 色「
ヽヽ イ` ↓よ ら 目 千 1 十 二 十
｀ 一 し 囲 度

｀
部 を
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埼

玉
県

大
里
郡

花
園
村

の
考

古
学

的
調
査

九

八

ほ

眼

十ｆ

り

克

川

の

河

原

で

採

集

出

来

る

転

礫

で

作

ら

れ
て

い

る

が

、

天

■

石

、

及

び

第

３

号

墳

石

室

に

み

ら

れ

る

も

の

は

、

上

流

の
一定
！薄

付
ｉ
十
よ
り

百
↓
ん

だ

よ
）
の

で

あ

ろ

う

。　
十佃
害
一
の

様
併
一「一は

一本
中期

の

古
た
環
に

一
般

的

に

み

ら

ホ
「
る

胴

張

り

の
あ

る

も

の

で

あ
一り
、

一性

か

に

残

さ

れ

た

追

物

ｉヽ

同

岸
す
で

あ

る

。

以

上

か

ら

い

づ
・れ

よ
）古

一項

障
汽

一末

期

に

言

ま

れ

た

帯

集

墳

の

一
部

と
考

え

ら

れ

る

ｕ

市州中　　　　十向一」い去
弔」「
（ワ
一才句一鋲一小

口
一卜
戸
一
述

へ
た

詞

若
一の
結
一
果

か

ら

本

古

墳

辞

の

性

格

に

つ

い

て

考

え

，と

一一空

に
い
。

耽

述

の

よ

う

に

営

て

は

隣

町

中

小

前

四

に

か

け

イ

百
Ｆ
繁
十

基

の
Ｌ

項

祥
一が

よ
”一
つ
た

が

、

お塊
一仕
で

は

そ

の

十
す
〓
ほ

無
小

た
いえ
”
に
】坂
瑞
ぞ
さ
れ

、

清
蛎
″
の

大

半

も

」
幹
延
し

て

し

寺
ふ
つ
た

。

我
一
々

の

調

査

は
、

仁

か

に

盗

掘

墳

三

基

の

発

打

と
！右
子

の

遺

物

調

杏
疋

す

ぎ

一す

　

古

墳

詳

全

披

を

論

ず
クる

資

料

と
し

て

は

誠

に

不

キ
（
希
一で

あ

る

。

未

し

、

先

年

実

施

さ

れ

た

寄

居

町

に

お
け

る

東

京

大

学

の

調

杏
一し

た
古

十項
芋

も

、

本

吉

墳

岸

の

一
部

で

あ

り

、

そ

の
持
付
和

も

我
ゲ

の

誼

宣

一側

と
球

似

し

て

い
る

。

今

、

そ

れ

ら

の
事
告

奮

ヮ
併

考

し

て

考

室
↑
を
，違

め
，
デ
Ａ
工
■
い■

１
　
　
一
争
一形
、　

一ぃル一べ
げ
内
！
，
―

部
〓幅
一逗

外
形
は
す
ベ
モ
円
準
で
あ
り
、

石
室
は
略
南
に
向

つ
て
開
同
す

？
一　
中四
　
土
　
】退
　
物

調
査
墳
は
何
れ
も
盗
掘
に
道
い
、

義
存
遺
物
も
乏
Ｌ
く
、

ま
た

再
卑山”貨
の
一逼
一初
Ｔ
も
十
（ｒヽ′千
新
幹
起
―け
、　

中灯
一十
一本
の
手
３に
格候
つ
）ィｔ．卜
■っ
。　

弁
【

々
の
調
査
資
料
か
ら
見
て
、

そ
の
大
半
は
後
期
古
墳
特
有
の
も
の

で
あ
り
、

ま
た
副
葬
晶
の
紀
合
せ
、

却
ち
直
刀

・
鏃

・
玉

】
須
恵

一益

・
馬
具
と
い
つ
た
セ
ツ
ト
も
こ
の
事
実
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

特
に
■
．一一曇
Ｈよ

き
は
、

須
志
器
の
中
，に
自
然
釉
あ
る
も
（Ｖ
豊
いあ

ら
れ
、

ま
た
進
ん
だ
整
形
技
術
な
ど
か
ら
若
干
の
年
代
下
降
私
）思

つ
一」
ヤつ
一双
一か・↓め
ス中
．　

μ兆
竺
ｆ
”は
実的
軍
炉府円
斉小打

♂“
Ｔ
朴
一学
可
出
四
子主
有一夕
吉
小要Ｗ
ド」

唯
似
し
年
一代
的
に
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
石
室
円
一相
式
情
内
よ
り
硬
三
製
勾
．玉

二
個
が
出
ｉ
し
た

が
、

止
・年
は
何
れ
もヽ
淡
禄
色
を
三
し
、

奈
自
一時
代
の
仏
保
宝
冠
な

ど
に
再
一
ど
ぅ
れ
■
も
の
に
近
い
感
じ
を
持
つ
て
い
る
。

郎
ち
、

追

物
の
★
辛
旅
奈
一ネ
朝
に
近

い
頃
の
も
の
Ｌ
考
え
ら
れ
る
．

●わ一　　　一一申　
　
と巾一　　　羊ね

以
上
這
跡

・
導
物
よ
り
見
て
本
古
墳
群
は
後
期
古
墳
芹
一Ｔ
も
終

十企
期
Ｌ
・近
い
崎
一っ
営
造
で
あ
り
、

実
年
代
は
略
々
奈
良
朝
一に
近
い

一頃
り
所
一庄
！と
セ
ッ≡！（ら
れ
る
，

古
一墳
は
い
ぅ
ま
で
も
な
く
■
吾
垢
力
を

吉
景
と
し
た
上
部
構
造
の
所
芦
そ

あ
り
、

そ
の
背
景

と
し
ィ
】は
営

九
九

と呼
毛   ｀

→型ヤ ~~私
ィ

C 託 = 三辛ユ単、
1 5

毬範募コ酌
1 6

1‐
~ヨ
君   『
~==手`

手`   「   「3   【:二)~~717

/…
LE_2 38

軍rM

9

0

くこ醇三重垂= = 重三= 正三三二三雲逐≧王目と手= D    錦
1

( 三二夢監ど三二三二
三二重= 二三E 三三園& ミとい

5    申

S

亮  坤  |メ1  弟 じ=埠 邑 !1ニノJ丁  ・立★〕次夫 よJ―

る
横
京
式
石
室
で
あ
る
。

石
室
は
付
近
克
川
河
床
に
多
く
見
ら
れ

る
砂
岩
弾
を
以
て
、

床

・
壁
を
構
築
し
、

頂
部
に
近
づ
く
に
っ
た

て
神
を
せ
ば
め
、

縦
断
面
が
梯
形
に
近

い
、

胴
張
り
あ
る
構
楽
法

を
用
い
て
い
る
。

奥
壁

・
天
・キ
石

・
羨
門
・羨
指
一扉
石
な
ど
は
Ｆ
ナ、

形
の
片
岩
系
の
石
を
用
い
イＬ
い
る
が
．
こ
れ
ら
は
現
在
で
も
言
居

町
卜よ
り
上
速
判
床
Ｌ
兄
β
れ
、

ま
た

切
“讐

ｃ
れ
て

，
つ
石
．Ｔ

あ

る
。

此
等
星

一
畳
に
近
い
」様
な
百
一石
を
ど
の
様
に
運
ん
だ
か
は
不

萌
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
舟
逗
に
よ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
と
ぃ
ぅ
郷
土

え

家
の
許
一が
あ
る
と
伝
問
し
て
い
る
。

右
室
の
壁
は
人
頭
大
の
諜
ｔ

あ
る
が
厚
く
構
築
さ
れ
、

本
に
表
道
部
、お夕

丘
南
側
な
ど
は
百
だ

淳

く
、

高
く
樺
が

用
い
ら
れ
、

雪
石
も
か
な
り
の
層
を

な
し
て

いｖ

る
。

従

つ
て
盛
上
の
少
な
い
小
円
墳
、

或
ほ
盗
土
を
剤
ら
れ
た
古

中一一一時空中中端一邦取中“申”巾坤や″力な申十い一！Ｗ̈

”此
等
は
何
れ
も
諜
の
多
い
河
川
の
近
く
に
営
ま
れ
た
よ
あ

て

あ
，

懐一代キ中一串中い咋申中串一舟一＋われ中い十小鞠一韓弟一中キヤ中〓榊キ中”，ｈ一れ一

か
、

一有
軍
内
に
更
に
箱
式
格
を
お
く
例
が

一
例
あ
つ
た
】
こ
の
「
ぃ

は
関
亮
苅
方

後
期
古
増
に
任

至
兄
ら
れ
る
。

又
第
１
号
封
土
て
〓

見
さ
れ
た
骨
壼
は
、

形
態
み
て
平
安
朝
の
も
の
と
思
わ
れ
る
．

埼
玉
県
天
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査
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埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査

て
は
良
美
生
産
の
み
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、Ｆ

一時
、よ

業

・
主
主

生
産
な

ギ
店セ
吉
景
と
す
る
後
期
古
措
⌒斉
が
次
第
に
類
中例
を
指
こ
ム
ン

つ
あ
る
。

不
村
は
既
述
の
よ
う
に
荒
川
扇
状
地
上
に
あ
り
な
か
ら
・

濯
浅
の
便
悪
く
、み

のヽ
一金
す
が
陸
田
・桑
国
で
、

近
時
一漸
く
よ
村
が

開
日
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
、

古
代
に
於
て
も
展
業
生
産
力
は
伝

い
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

現
在
も
他
に
は
こ
れ
と
い
つ
た
産
業
も
た
・

い
。

ま
た
奈
良
朝
前
後
の
追
跡
は
古
墳
群
を
除
い
て
は
見
当
ら
な

い
。

隣
接
町
村
中
、立犀

快
遺
跡
に
富
む
の
は
西
接
す
る
寄
居
町
て
、

荒
川
渓
谷
の
谷
日
高
状
地
の
末
端
に
位
置
し
、

一弥
生
式
送
跡
の
存
・

す
る
他
、

古
墳

・
空
小址
・廃
寺
土
等
奈
良
朝
前
後
の
指
牟跡
に
宮
〓
一
、

平
安
時
代
以
降
は
藤
田
郷

・
藤
田
庄
の
中
心
と
な
り
、

ま
た
武
蔵
一

七
党
中
の
猪
俣
党
の
根
拠
地
と
も
な
つ
て
い
た
。

前
述
の
者
一跡
つ

内
、

生
産
関
係
の
も
の
と
し
て
は
窯
址
群
が
あ
り
、

こ
の
箕
軒
は

須
恵
器

・
瓦
の
両
者
を
や
き
、

規
模
に
於
て
は
荒
川
流
域
最
大
っ

も
の
で
あ
り
、

ま
た
武
蔵
国
分
寺
謙
一迄
瓦
な
ど
も

出
軍
一し

て
「
い

る
。

従
つ
て
奈
真
朝
前
後
、

こ
こ
に
窯
業
！者
の
集
団
が
あ
り
、

子
・

の
生
産
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）

太
古
墳
詳
の
あ
る
処
は
、沖

積
地
で
棟
の
堆
積
が
厚
く
、

土
募
の

発
達
が
不
充
分
の
点
な
ど
よ
り
、

弥
生

‥
百
墳
時
代
を
通
じ
て
岸
一

業
生
産
力
が
乏
し
く
ゴ
六
ヤ為
に
恐
ら
く
不
毛
の
地
に
近
く
、と婦室

一

地
帯
、

所
謂
塚
原
を
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
背

市
一

一
（り
∩
）

述
の
工
う
と
同
時
代
頃
の
生
産
地
帝
の
位
置
、

古
塩
の
実
一猛
仏
が

寄
居
町
に
近
い
方
が
古
く
、

花
園
村
の
方
、

即
ち
東
漸
す
る
に
従

つ
て
苛
し
く
た
と

よ
う
な
事
実
、

及
び
出
土
品
と
窯
止
と
土
品
と

つ
類
，
な
ガ
つ
請
点
を
併
考
し
て
、

本
古
墳
群
を
残
し
た
人
々
の

〒
に
は
煮
業
集
画

の
人
々
が
あ

つ
た
と
考
え
た
い
。

然
ら
ば
そ
の
集
一団
は
如
何
な
る
氏
族
て

六
十つ
た
で
あ
ろ
う
か
。

古
代
東
一国
に
帰
化
人
が
遷
直
さ
れ
た
こ
と
は
天
智
天
皇
五
年
冬
十

〓把
・に
ｆ二
済
の
男
一女
を
運
し
た
記
事
を
初
一見
と
し
て
、

そ
の
後
一も
屋

々
故
一見
Ｊ
る
。

殊
に
武
蔵
に
於
い
て
は
、

文
献
・
地
名
声
ケいよ
等
に

た

い
て
、

此
等
席
」化
人
に
関
係
あ
る
も
あ
も
決
し
て
少
く
な
く
、

そ
の
来
住
は
秦
民
朝
ま
で
も
継
続
し
た
。

こ
の
様
な
人

々
が
、

東

一沖や巾中一巧お一一中学一範一学弥””韓十一↑評一勢中キ中一一時一牛〕宇十一｝一譲店神

須
恵
審

・
百
な
ど
の
生
産
を
開
始
し
た
集
団
の
中
に
も
、

三
幸
出

身
の
先
！造
技
術
を

も
つ
た
人
々
、

或
は
そ
の
子
孫
が
い
た
で
あ
ろ

う
。

外
し
、

そ
↑
人
々
が
武
蔵
に
来
住
し
文
献
に
残
る
、

秦
氏
で

あ
つ
た
か
、

高
度
一氏
で
あ
つ
た
か
、

或
一は
金
氏
で
あ
つ
た
か
に
つ

い
て
の
文
球
的
証
一明
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
不
古
項
群
、

或
は
筈
址
な
ど
に
は
、

少
く
と
も
直
接
的
な
大
陸
の
影
督
は
認
め

難
く
ギ
“一語
府
化
人
的
安
素
は
稀
薄
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
墳
後
期

或
た
奔
長
期
頃
来
住

し

たヽ
帰
化
人
は
い
ち
早
く
日
本
人
を
同
化

性
に，【”一旬療部時′，中中「蒙

牝
能
軒
頼
曜
准
．（督

従
つ
て
、

将
来
後
藤
教
〓技
の
説
か
れ
る
如
く
、

本
古
墳
群
の
即

■
ミ
河
原
の
礫
を
比
，験
的
多
く
用
い
て
十
一墳
を
構
築
す
る
手
法
↓
、

単
に
河
川
流
域
特
有
の
手
法
で
な
く
、

三
韓
地
方
に
連
な
る
積
石

塚
の
系
綻
そ
あ
る
こ
と
が
更
に
確
実
性
を
増
す
な
ら
は
、

本
吉
墳

帝
も
又
帰
化
人
と
そ
の
子
孫
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ギ
止

と
の
関
連
性
も
更
に
確
実
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。

然
し
現
在
の
処

怖
化
人
の
壌
暮
と
す
る
に
は
情
証
が
乏
し
い
憾
み
が
あ
る
。

我
々
の
調
査
結
果
は
、

後
藤
教
授
の
説

へ
の
反
対
資
料
と
は
な

ら
な
い
が
、

ま
た
稽
極
的
傍
証
資
料
と
も
な
り
え
な
か
つ
■
生

【
一

ら
く
、

水
古
墳
詳
の
被
芥
者
の
中
に
は
、

禁
業
や
官
牧
事
業
に
従

事
し
た
文
献
に
名
を
残
ど
ぬ
帰
化
人
や
そ
の
子
孫
も
存
在
し
た
で

あ
ろ
う
と
の
推
測
の
域
を
脱
し
得
ぬ
の
が
、

正
直
な
処
我
々
の
一坑

在
の
考
え
で
あ
る
。

更
に
家
畜
副
葬
あ
≧
や実
の
解
釈
は
類
例
の
増

加
を
侯
つ
て
後
ち
に
讃
り
た
い
。

千
一　
一市
　
　
ギ市

我
々
に
史
学
科
耳
六
年
度
調
査
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

本
村
の

考
古
芋
釣
詞
琶
を
行
い

，ヽ
―

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
調
査
結
果
と
ダ
ヽヽ

ｉれ
に
基
い
ヤ、／．、革
だ
貧
菊
な
資
料
か
ら
て
は
あ
る
が
、

〓
耳
一ヂ
ィ」の

考
玉
県
大
三
郡
在
国
村
の
考
古
学
的
調
査

ズ、
た
。

考
古
学
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

文
献
史
学
と
共
に
歴
史
の

再
構
成
を
そ
の
目
的
と
す
る
。

本
報
告
は
書
か
れ
た
歴
史
の
と
し

い
六
十紺
一一に
於
い
ヤ」
、

造
跡
ｉ
退
物
一を
通
●
ャて
見
た
そ
れ
，
〓れ
の一時
小代

の
新
面
を
粘
写
し
た
に
す
ぎ
た
ｔ、
．

チ
ど

は
将
来
に
於

い
て
も
、

一員
に
付
一等
か
の
形
で
こ
の
流
域
一の
調
査
を
続
け
、

古
代
文
の
再
構

【広
の
４
ネ料
一の
有
一集
と
考
察
を
准
一め
て
行
中き
た
い
と
願

つ
て
‐、】る
。

一そ
の
意
味
で
本
報
告
が
本
地
域
だ

於
け
る
工

調
査
資
料
と
し
て
、

ま
た
将
来
の
調
査
の
手
が

か
り
に
難
外
な
り
と
も
研
究
者
各
位
に

活
用
さ
れ
る
点
が
あ
れ
ば
我
々
に
と
つ
て
は
そ
れ
こ
そ
望
外
の
幸

で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一穐
“
終
る
Ｆ
当
り
、

調
査
、

及
び
報
告
作
成
に
終
始
使
夏
を
賜

わ
つ
た
東
京
大
学
敦
技

駒
井
和
麦
博
一士
、

本
調
査
の
実
施
を
承
認

ｉ車
れ
た
千
塚
隆
義
教
授
は
じ
め
史
学
科
教
員
各
位
、

及
び
参
加
学

生
語̈
氏
に
許
ネめ
て
深
中く
謝
意
力
一捧
庁
ス
〉も
の
で
あ
る
。

尚
、

太
稿
は
後
藤
干
一
教
授
に
対
す
る
昭
和
三
〇
年
度
文
部
省

科
学
研
究
費
、

綜
合
研
究

「
束
目
末
に
於
け
る
古
墳
の
伝
播
と
社

よ安
の
発
長
の
研
究
」
に
対
す
る
中
川
あ

分
担
研
究
の

一
部
を
成
す

も
の
で
ゑ
一る
こ
と
を
付
言
す
る
。

一二

千
一　
Ｔ
川
成
入
　
相
模
大
破
町
愛
石
山
村
穴
調
査
報
告

ｉ
森
生

六
十

一
）

一
～
一五
五
、　

大

一
〇

一



埼
玉
県
大
里
部
花
園
村
の
考
古
一学
的
調
査

２
　
こ
の
古
墳
は

一
九
五
六
年

一
二
日
１！≡≡秒
一利
採
兵
業
者
家
Ｅ
つ
致
一地

と
な
つ
て
消
高
一し
た
。

３
　
埼
玉
県
え
　
管
二
千

〓
要
ｕ、
及
び
新
編
武
蔵
風
上
記
稿
に
よ
る
，

４
　
れ
↓
市出
れ
車

一章

一形
十　
一伺
色里
ね
チＴ
を
中
］
し
工，仕
■
一土
日本
の
許科
生
＋一会
長
一跡

（歴
史
と
文
化
Ｉ
）

一
九
五
七
、

四

≡ｂ
　
寄
を
町
末
野
に
須
恵
器
窯
址
群
、

ま
た
馬
騎
内
に
は
奈
・長
時
代
房

寺
址
、

及
び
空
一土
が
あ
る
。

６
ｏ
７
　
埼
玉
県
史
　
第
二
・
〓
一巻

８
　
稲
村
坦
元
　
武
蔵
野
の
青
石
塔
婆

一
九
五
五
、

三

９
　
中
川
は
、

昭
和
三

一
年

一
一
一月
、

第

一
回
立
教
大
学
史
学
会
大
会

で
考
容
の
一
端
を
の
べ
た
。

１０
　
滝
日
宏

・
他
　
岩
手
県
江
釣
子
村
精
各
地
古
墳
群
調
査
報
告

（岩

一ｒ
史
ヤ子
９
）

一
九
二
一
、
‐几

古
墳
群
は
北
上
川
河
岸
段
丘
に
あ
る
群
集
墳
で
、

蕨
手
刀
が
出
ｉ

し
、

実
年
代
奈
良
朝
に
近
い
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

１１
　
伊
東
信
雄
　
菅
崎城
県
加
美
郡
上
郷
古
墳

（日
本
考
古
学
一年
報
４
≡

一　
九
五

一

逆
　
一
九
五
五
年
、

明
治
大
学
調
査
、

嘗
て
本
古
墳
群
よ
り
一取
手
刀
が

出
上
し
、

本
良
朝
頃
に
実
年
代
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。

・３
　
後
藤
守

一
教
授
の
日
本
人
類
学
会
例
告
轟
演
に
よ
る
。

・４
　
言
田
章

一
部
　
埼
玉
県
天
里
郡
寄
居
町
天
野
の
窯
址
調
査

（モ

直

学
雑
誌
四
〇
十

一
二

九
五
四
、

七

一
（日）こ

ば
一　
言
丘
傘
町草
一「
坪
全
問
一　
業
」の
爺
世
尖
ェ式

　
　
　
一
九
五
六
、　

一

二三
元
国
　
古
墳
村
落
の
研
究

（
日
本
考
古
学
協
会
受
報
加
常
６
）

一
二九
千
十
不
、　

下
一

拡
，　
近
藤
義
軒ｍ十　
嘉

日
原
　
一
キ芸
需
申
、

佐
良
山
古
噴
詳
　
一
九
五
二

等
に
古
！頃
詳
の
立
地
に
つ
い
て
塚
原
の
問
題
に
取
れ
て
い
る
。

・７】

埼
玉
県
占ズ一　
第
二
巻
第
五
章
氏
族
第
二
節
蕃
別
の
武
蔵
移
入
の
項

波
”　
雪
内　
元
　
一帰
化
人
　
一
九
五
六
、

五

（追
記
）

Ａ一／回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
動
物
遺
体
は
次
の
知
′
でヽ
あ
る
。

フ
ラヽ　
Ｓ
ミ
■ヽ
せ
、ぺ
Ｓ
ｓ
↑ぐ
、」
円
ｏ一
）
上
一顎
〓
乳
自
歯

（い
３

ф
ｏ』弔
じ

第

１
号
墳
わ
宣
内
克
満
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

中と
ヽ
Ｇ
や
ヽヽあ
や
、ミ
ミ
や
、し卜
■
喘）（卜
）
☆
蔽
一骨
一
、

生
後

一
！ヽ
二
年
の
も

つ
で
第
，
号
墳
石
室
内
克
満
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

関
節
炎
に
か
か
つ

た
反
跡
が
あ
る
。

イ
「
ノ
‐
ン

ラ
タ　

↑
一払

い

や
は

ゃフ

カ
，Ｃ
　

（
∽
ヽ
均

胸
”呂

　

下ヽ
ヽ
い
ｏ
ヽヽ

】
＆

ヽ
Ｓ
　
、
内
ヽヽ
へ，ｓ
キミ
ｔ
街
中
ミ
Ｓ

、汗
〓
」
一】

酔
子ヽ
〕Ｒ
Ａミ
ミ
き

ミヽ
∽ヽ
ｓヽＳ
）
趾
骨
、

旅
骨
十
数
片
、

生
後
六

！
八
ケ
月
位
で
第
３
号
墳
一右
十
一内
充
前
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
．

こ
の
外
、

第
１
号
墳
石
室
末
面
直
上
よ
り
、

鳥
骨
ら
し
き
も
あ
が
発
見

卜ご
ｈト
ヤ、十
υ

以
上
‐、
づ
れ
ヽ
化
石
化
の
程
度
よ
り
、

古
墳
時
代
後
期
の
も
の
と
み
て

と
支
え
な
い
。
出
土
地
点
が
石
室
内
で
あ
る
事
と
生
後
間
も
な
い
点
が
共

通
し
て
た
り
、

意
識
的
に
弄
つ
た
Ｌ
も
考
え
ら
れ
る
が
他
の
発
見
例
が
ま

キに
「ト
ツつ
じ


